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 研究目的  現在はジェット旅客機

の中では携帯電話の使用が禁止さ

れていて大変不便である。将来、

人々が旅客機内でも何の制限もな

く自由に電波を使えるようにする。 

 研究課題   

・現在の旅客機は、パイロットと管制塔との間の無線通信や、コン

ピュータを含む電子機器に妨害を与えることを防ぐために、乗客が

電子機器や携帯電話を使うことを制限している。 

・他方、旅客機はジュラルミンなどの金属で覆われていて、客席で

は携帯電話の電波は届きにくい。 

・一部では機内で Wi-fi（無線 LAN）を使える航空会社もあるが、人

工衛星からの電波で、非常に速度が遅い。 

 解決方法   

・パイロットのコックピットと客席の間で電波を遮断する防護壁を設

け、管制塔との通信と、計器類の動作を保護する。 

・客席側の外壁は、カーボンナノチューブなどの強くて電波を通す

素材で作る。 

・人工衛星経由ではなく、成層圏プラットフォーム（HAPS）を用いて

電波の到達距離を短縮する。 

・第 5 世代携帯電話（5G）の持つ機能を利用する。 

 研究１ 実情の把握／通信速度を計測   

・パイロットのコックピットと客席の間で電波を遮断防護壁を、電波

暗室で用いられている電波吸収体で設ける。素材はウレタンなど

軽量であり、重量増を低く抑えることが可能である。 

 

・客席側の外壁のカーボンナノチューブ化 

機体全体の軽量化を期待できる。 

カーボンナノチューブ強度は鉄の 20 倍以上、 

重さはアルミニウムの 1/2 以下 

・人工衛星経由ではなく、成層圏プラットフォーム（HAPS）を用いて

電波の到達距離を短縮する。 

 

 

現在のジェット機の通信網     提案するジェット機の通信方法 

 

・第 5 世代携帯電話（5G）の持つビームフォーミング機能で追尾

 

結論・まとめ   

・パイロットのコックピットと客席の間に電波遮断防護壁を設け、客

席側の外壁はカーボンナノチューブとし、人工衛星を成層圏プラッ

トフォーム（HAPS）に替え、第 5世代携帯電話（5G）のビームフォー

ミング機能を利用することで、旅客機内での携帯電話の利用が可

能であるとし、通信速度が 200,000 倍となると予想する。 
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5G は 100 個前後の

微小アンテナを用い

て電波ビームを形成

し送り先を高速に追

尾できる 

 

人工衛星と地上・ジェット機は

300km HAPS は 20km（旅客

機は 10km） ⇒ 受信電力は

距離の 2 乗に反比例するた

め、 約 1/200,000、 

同一電力下では通信速度が

200,000 倍となる。 
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